
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームつくしの里

目標達成計画 作成日：　平成　23年　2月　25日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 10

家族からの忌憚のない意見や提案などを出して
もらう機会がない

意見や提案が出しやすい家族懇談会を設け
る

①家族同士の顔あわせができるための行事を企画する
1.フジグランで買い物後、フードコートにて家族と利用者
が集まりお茶をしました（平成23.2.13実施）
2.お花見に家族に参加してもらい、お弁当を一緒に食べ
ながら話しができるようにする（平成23.4.3実施予定）
②8月に暑気払い食事会前､懇談会を開く（平成23.8実
施予定）

6ヶ月

2 26

現状に即したケアを行なっているが、介護計画
に反映されていなかったり、経過等の記載漏れ
があったりと職員間での共有ができず、ケアの
統一ができていない事がある。

現状に即したケアが介護計画にすぐに反映さ
れ職員間で共有し、ケアーの統一ができる。

新しい記録用紙作成（4月まで）
①簡単に記入・評価ができるモニタリング表の作
成　②手書き記入ができる介護計画書を作成
③職員間で利用者の情報を共有し、統一ケアがで
きる記載の仕方や、介護記録様式を作成
④上記の記録を元に全員の利用者のミニカンファ
レンス（15分）月に1回開催する（4月から）

12ヶ月

3 35

災害時には地域住民の方の協力が必要である
が、日中働いている人が多く、隣の工場の人は
仕事をしている為訓練等に参加してもらっていな
い。地域住民の方と協力関係がほとんど取れて
いない

地域住民と顔見知りになる 地域住民の方に運営推進会議に参加を要請する（平成
23.4月）
地域の行事参加（利用者）
4月西部健康センターのいきいき100歳体操に参加する
10月運動会に午前午後参加する
11月鏡川緑地公園イベントに出店する
11月鴨部地区防災訓練

12ヶ月

4 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。


